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昭和62年における富山医科薬科大学研究活動一覧(第十一輯)をここに刊行することとな
りました.
本学も昨年十月をもって関学いらい12年を経過し， その研究活動も一層充実して， ここに
集録されたように国内的にも国際的にも注目をひく研究， そして本学として特徴のある研究
が輩出してきたことはまことに御同慶に存じます.
本学は日本で唯一の， 医学部と薬学部の2 学部だけで構成されている大学で， それに和漢
薬研究所と， 大学に直属の附属病院をもっという， まことにユニークな組織をもっておりま
す. 気がついてみると， これは教育， 研究， 診療などの面で、大へんに能率のよい組織で， こ
こにまとめられている研究業績にもその特徴がよく現れて来ました.医学と薬学というのは，
人間の病を治し， 防ぎ， その原因を探究するためには自転車の両輪のようなものだと思いま
す.
それこそ， 一輪車のような単科大学では考えられない能率的な研究教育活動ができます.
さらに， 四輪車はおろか， 6 輪， 8輪車というような大きな綜合大学は， とかく各輪があち
こちを向いて， スムースな活動はできにくいものです.
本学の研究業績の中で特に注目されるのは， 熊谷副学長を中心に和漢薬研究所， 薬学部，
病院・和漢診療部などにより綜合的にすすめられている和漢医薬学の近代的， 科学的な検討
の成果でありましょう. これには， 中国をはじめ， 東アジア， 南アジアなどの国々からの研
究者， 留学生の方々も沢山に参加し， さらに最近はアメリカやヨーロッパの研究者も来訪さ
れるようになりました. WHOからも本学にその協力センターになってほしいとの要望がよ
せられてきました. とくに東アジア， 南アジアに豊富な蓄積がある生薬類について， その有
効成分の分離， 構造決定， 薬理作用の解明， 臨床試験， などに関する業績が輩出しているこ
とが注目されます.
昨年度から学長の裁断により配分される特別な研究費が文部省より各大学に割当てられる
ことになりました. 本学では 医学と薬学にまたがる複数の研究室の共同研究にこれを割当
てることとし， 両学部や研究所問の共同研究計画がこれにより一段と促進されることとなり
ました. その成果もこの一覧に現れるようになりました.
しかし， この外にも本学の多くの研究室で， それぞれのユニークな発想のもとに， 内外か
ら注目される研究業績が発表されていることにお気づきのことと思います. 本学のような国
立大学の教官にもその教育面と研究面での評価がきびしく要求されている時代を迎えていま
すが， この業績一覧をもとに少なくも， 研究面における各教官の客観的な評価がある程度な
され， 本書がそうした意味でも大きな役割をはたしているといえましょう.
なお， 私事ながら， 私も本学に着任いらい6年間の任期を本年3月で終ることとなり， こ
の一覧に執単させていただくこともこれが最後になりました. そして， この間， 各教官や事
務官の方々の暖かいご理解と励ましをいただき， 熊谷， 増田両副学長に多大の御協力をいた
だいて， 学長職のかたわら自らのオリジナルな研究もつづけさせていただけたことを厚く御
礼申しあげます. 今回の業績集にも本学の若い研究者らとの共同研究として， 200頁をこえ
る原著論文を出すことができました. とくに， ユスリカという見虫について， この日本にお
ける湖沼や河川での分布と水質汚染の関連を明らかにし， 富山に来てからも100をこえる動
物学上の新種を記載することができました. そして， 何より嬉しかったことは， 熊谷副学長
や小児科の方々のご協力をえて この虫が気管支端息のアレルゲンとして重要であることを
発見することができました. これも， 富山医科薬科大学という環境のもとに始めて成し逐げ
えた成果で， 私は富山に来させて載いて大へんよかったなという感慨にあふれでおります.
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